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政策目標：国家地域の魅力を高め、家計の投資を高めることで、産業立地と資本所得向上を強める

AI革命時代の国家の産業形成と経済成長

1) 国家的ブランド財の形成

差別化財としての需要を高め、
生産地に優位な商品サービスの形成

2) 国際資本市場の整備

補助金・貸付け中心(特に日本)から、
財務・非財務情報を伴う直接金融へ接続

3)企業の 国際会計・市場評価との接続

時価総額経営・資産評価・ブランド価値評価

を、企業にも接続

4) 金融政策の判断枠組み

中央銀行・政府の経済見通しに、
国際貿易・資本移動・産業立地の視点
     AI Capital           AI産業
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5) 新産業の創出 先端17分野投資・日米連携投資 特にAI投資

・AI Capital Investment 
・計算資本・データ資本・アルゴリズム資本・プロトコル資本・意味資本・知識接続資本・信頼制
度資本をどれだけ蓄積し、相互に連携国家の産業形成と経済成長をもたらすか？
・単なるIT投資ではなく、知識・制度・人材・社会的信頼を含む総合的な生産資本体系

・AI Factory 
AIシステム＋組織＋業務プロセス＋監査可能性を束ねたAI事業基盤である。

AI資本市場整備 企業の時価総額経営・AI導入

・AGI 汎用性人工知能  社会性・公共性のあるAI未来社会の構築 (3-5年で実現)
新しいアルゴリズムの開発＋汎用性コード体系(UNBIS 多言語対応)



AI 資本分類 主な内容 (AI 資本⼩分類) 経済的役割
計算資本 GPU、CPU、データセンター、クラウド容量、電⼒、

冷却、ネットワーク
AI⽣産活動の物理的基盤である。

データ資本 学習データ、企業データ、検証済みデータ、整備済
みデータ、データガバナンス

AIの学習・予測・推論のための原材料である。

アルゴリズム資本 LLM、RAG、分類・データ予測・最適化アルゴリズム、
AIエージェント

データを知識と⾏動へ変換する知的エンジンであ
る。

プロトコル資本 ワークフロー、監査ログ、再現性ルール、業務⼿順 AI出⼒を実際の組織⾏動へ接続する。
意味資本 オントロジー、分類体系、XBRL、UNBIS、UNSPSC、

ナレッジグラフ
情報に意味と構造を与える。

知識接続資本 ⼈的資本
トークン資本

AI資本設計者、AI実装常駐型エンジニア
トークン ※⼈的資本でない

AIシステムを設計、知識・意味・プロトコルをAIシ
ステムへ接続・解釈する機能

信頼・制度資本 説明可能性、法令遵守、モニタリング、監査体制、
正当性

AIを制度的信頼性のもと利⽤可能にする。

業務分類
記
号 主な内容 AIとの関係

AI資本設計者 𝐿! 暗黙知を形式知に変える。プロト
コル、ワークフロー、AIエージェ
ントへ変換する

AI資本

AI実装常駐型エ
ンジニア
(フォーバルデプロ
イエンジニア)

𝐿" AI出⼒の信頼性、説明可能性、法
令遵守、再現性、責任所在を検証
する。モニタリング・監査を⾏う。

AI資本

経営判断・責任
機能

𝐿# 役員判断、戦略判断、例外対応、
最終責任、対⼈信頼

人的資本

現場実装・対⼈
サービス

𝐿$ 介助、現場作業、対⾯サービス、
⾝体性を要する単純業務
→ヒューマノイドへの代替

右端に残る
⼈間タスク

再配置対象 𝐋𝟎 AI導⼊後再配置されない⼈的資源

AI資本と業務分類 AI資本は複合的な生産資本  AI資本集約と資本蓄積の自己増幅

表1 AI Capitalの構成要素

表2 AI時代の業務分類

AI資本設計者 ※AIエンジニアも含む
AI実装常駐型エンジニア
(モニタリング・監査)

全業種の経営・技術等の

専門労働者がAI資本へ代替大

AI 費⽤＝AI基盤費⽤+AI資本設計運営費⽤＋AI監査費⽤

AI 費⽤

労働費⽤

ヒューマ
ノイドの
拡⼤

AI資本の
拡⼤

⾝体性⾼次業務



AI FACTORY ARCHITECTURE

AI Factory：監査可能なAI組織の全体設計
経営目標から現場実装までを6層でつなぎ、全層をEVAL評価基準で評価・監査する。

6層の内部構造

01 Harness 経営・政策目標 → 目的・制約・
優先順位

02 Control Plane 統治・権限・承認・監査・ログ

03 Data Plane 企業・行政データを安全に接続

04 Meaning Layer UNBIS・XBRL・オントロジーで意
味を統一

05 Multi AI Agents 営業・法務・会計・R&D・監査
・IR等を分担

06 Physical AI Humanoid・Drone・Optimusで現
場実装

EVAL評価基準 自社のAIシステム・組織・業務プロセ
ス・監査可能性を横断評価

AI組織としての動かし方

結論：AI Factoryは「AIツールの集合」ではなく、AI
システム＋組織＋業務プロセス＋監査可能性を束ね
たAI事業基盤である。

1 目的・ルール / Harness
経営目標・制約・優先順位をAIの判断基準へ

2 基盤構築 / Control Plane
権限・承認・監査・ログを統治

3 データ接続 / Data Plane
企業・行政データを安全に接続

4 意味統一 / Meaning Layer
UNBIS・XBRL・オントロジーで意味を統一

5 AI組織運用 / Multi AI Agents
部門別AIが分担し、相互確認

6 現場実装 / Physical AI
Humanoid・Drone・Optimusへ接続



EVAL & COMPOUNDING

EVAL評価とAI資本の自己増幅 固有の知識・評価基準・業務履歴を、評価と
運用で複利化する「学習ループ」。

EVALは「AI単体」ではなく運用体を測る

AIシステム

精度・安全性・ロバス
ト性・劣化検知

組織

役割分担・権限・責任
分界・人間承認

業務プロセス

承認フロー・例外処理
・SLA・停止条件

監査可能性

ログ・判断根拠・説明
責任・再現性

評価結果 → Control Planeへ反映
権限・ルール・業務フローを更新

AI資本の自己増幅サイクル

01
データ蓄積

02
AI性能向上

03
顧客増加

05
AI資本増加

04
投資増加

運用するほど

AI資本が複利化

単発の効率化ではなく、学習・顧客・投資が連動する成長装置

6層の実装ロードマップ

山登りマシン：企業固有の3資産を回す
プライベートEVAL 強化学習環境・業務トレース ナレッジベース

人的資本（設計・監査）↔トークン資本（Eval・ログ・修正履歴・ワークフロー）

01 目的・ルール

Harness

02 基盤構築

Control Plane

03 データ接続

Data Plane

04 意味統一

Meaning Layer

05 AI組織運用

Multi AI Agents

06 現場実装

Physical AI

EVAL：6層を横断評価→ Control Planeへ反映→ 権限・ルール・業務フローを更新

基盤候補：ネモクラウド／オラクルクラウド｜意味標準：UNBIS／XBRL／オントロジー｜ Physical AI：SpaceX／イーロン・マスク

相互成長→ 競争優位

サティア・ナデラ 企業独⾃の暗黙知を保存、⾃社専⽤評価基準に沿って継続的に改善する仕組み 

評価結果を統治へ戻し、運用データを性能・顧客・投資へ変換することで、AI資本を複利化する。



まとめ AI戦略経営と経済成⻑−AI Factory 経済⼤国へ

政策⽬標：国家・地域の魅⼒を⾼め、企業の直接投資・家計貯蓄を投資へ転換し産業⽴地と資本所得を引き上げ

国家ブランド財
差別化財
優位な⽴地

直接⾦融・資本市場
補助⾦依存から
投資へ接続

企業価値評価
時価総額・資産
ブランド価値

AI資本蓄積
計算・データ・
アルゴリズム等

AI Factory
新産業・
未来社会

AI Capital は「IT投資」ではなく、知識・制度・⼈材・信頼を含む複合的な⽣産資本 資本の所有権の帰属が誰か？

計算資本 データ資本 アルゴリズム資本 プロトコル資本 意味資本 知識接続資本(⼈的資本含) 信頼・制度資本

1. AI 経営と経済
AI費⽤ = 基盤費⽤ + AI資本設計
費⽤ + 監査費⽤

労働費⽤を下回るタスクでは代
替が進み、境界領域ではAI業務
が発⽣する。

⾼位業務と⾝体性業務について
もAIに徐々に置き換わる可能性

2. AI時代の⼈的資本
Lₛ AI資本設計者 幅広い⾒識⼒
Lₘ モニタリング・監査機能
Lₑ 経営判断・責任機能
Lᵦ 現場実装・対⼈サービス
L₀AI導⼊後にさまざまなAI資本への

集約化・蓄積が⼀段と進む

4.データロックイン
顧客・業務・市場・AIモデルが継
続的にデータ資本を蓄積し、他社
へ移⾏しにくくなること

結論：AI資本の蓄積・増幅 × AI資本設計者 × 直接⾦融の接続が、国家の産業形成と経済成⻑を左右する。

5. フライホイール
⼀度回り始めると、顧客利⽤、
データ増加、サービス改善、再利
⽤、紹介、追加投資が連鎖し、企
業成⻑を⾃⼰増幅させる仕組み

AI組織資本
マルチ

AIエージェント

AI資本の自己増幅サイクル

3. AI時代のトークン資本
Eval・ログ・修正履歴・ワークフロー

人的資本（設計・監査）とトークン資本（Eval・ログ・修正履歴・ワークフロー） 相互成長 → 競争優位


